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1. はじめに 

1.1. 本書の位置付け 
 
本書は、木更津市様において、学外から校務ファイルサーバをご利用いただくための「LOCK STAR-SGate」を 
インストールするために必要な簡易マニュアルです。 
お使いのパソコン環境により手順や手順の画面が一部異なる場合がございます。ご注意ください。 

 

1.2. ご利用の前提条件 
 
LOCK STAR-SGate をご利用いただくための、クライアント環境の前提条件は以下の通りです。 
インストールの前にご利用になるパソコンをご確認ください。 
 
【パソコン環境】 
OS Windows 7 SP1/8.1/10（32bit/64bit） 

※Mac はご利用いただけません 
ハードウェアスペック ・上記OS で推薦されているハードウェアスペック以上 

・USB 端子を装備している機種であること 
・ActiveX が利用できること 

Web ブラウザ Microsoft Internet Explorer 10/11 
Windows ユーザの種類 管理者権限、一般ユーザ権限 

※初回 ActiveX ダウンロード時のみ管理者権限で行
う必要があります。 

SGate内で動作できるアプリケーション 「Microsoft Office」「一太郎」等のファイルを扱う 
アプリケーション 

アプリケーションで使用できるプロトコル TCP/IP のみ 
※ICMP、UDP/IP などは対応できません。 

 
【ご利用上の注意点】 

 SGate から Office ファイルや一太郎のファイルを開く場合には、ご自身のパソコンにもアプリケーションが 
インストールされている必要がございます。 

 ご自宅からのご利用時、印刷機能はご利用いただけません。 
 Mac からのご利用については、Boot Camp 環境や仮想化ソフトウェアによるWindows 環境が 
別途必要となります。 

 
 

2. SGate ソフトウェアのインストール 
学外から校務ファイルサーバをご利用いただくために必要な「LOCK STAR-SGate」をインストールする手順です。 
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2.1. 管理者権限でログイン 
インストールの前に、アプリケーションをインストールする権限のあるユーザでログインします。 
※ 通常お使いのユーザでアプリケーションのインストールが行える場合、そのユーザでログインしてください。 
 

2.2. 必要なソフトウェアの入手方法 
インストールの前に「LOCK STAR-SGate」をダウンロードします。 
1) お使いのパソコンをインターネットに接続できることを確認します。 
2) Internet Explorer を起動し、以下の URL を入力します。 
https://sgate.kisarazu.ed.jp/installkisarazu.php 
 
お使いのパソコンの環境により、以下の様な警告画面が表示される場合があります。本ソフトの「セキュリティ証明 
書」も併せてダウンロードする仕様になっているためで、このような画面が表示された場合は、「詳細情報」を開き、
「Web ページに移動(非推奨)をクリックします。 

 
※ お使いの OS のバージョンにより表示される画面が異なります。 
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3) ダウンロードページが表示されますので「ダウンロード」をクリックします。 

 
 
 

4) 「名前を付けて保存」をクリックします。 ※ ここではデスクトップに保存します。 
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2.3. SGate のインストール 
2.2. の手順でダウンロードしたインストーラから「LOCK STAR-SGate」をインストールします。 
 

1) 保存されたファイル「sgateinstaller.zip」を右クリックし｢すべて展開｣を選び、解凍します。 
 

2) 解凍されたフォルダ「sgateinstaller」を開き、「install.bat」を右クリックし「管理者として実行」をクリックします。 

 
※ インストール時にセキュリティ警告や確認ダイアログが表示される場合がございますが、そのまま実行をします。 
 
 

3) SGate のインストーラが自動で起動します。そのままお待ちください。 
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4) デスクトップ上に「LOCK STAR-SGate」のアイコンが作成されていることを確認します。 

 
 
 
5) これでインストールは完了です。インストール用フォルダを閉じてください。 
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3. 校務ファイルサーバへのアクセス 
インストールした SGate を利用して校務ファイルサーバへのアクセスする手順です。 

 

3.1. USB キーの接続 
1) SGate のご利用には USB キーが必ず必要となります。ご利用の際は最初に USB キーをパソコンに挿入します。 
 
※ USB キーの初回挿入時、セットアップが自動で動作します。以下の画面が表示された場合はセットアップが 
完了するまでそのまま待ちます。 

 
 

 

3.2. SGate の起動 
1) デスクトップ上のアイコン「LOCK STAR SGate」をダブルクリックします。 

 
 
 

2) SGate のログイン画面が開きますので、USB キーに紐付く「ユーザ名」「パスワード」を入力し、「確定」ボタンを 
クリックします。 
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3) SGate の起動をそのまま待ちます。 

 
 
 

4) SGate のランチャーが開きます。 
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5) ランチャーから「FileShare」をダブルクリックして開きます。 
 

6) 「FileShare」の画面が赤枠で開きます。 

 
※ 最初に表示されるフォルダは「Share」フォルダとなりますので、左側のフォルダツリーから「所属学校フォルダ」内の 
「09_持ち帰りフォルダ」を開いてください。 

 

3.3. SGate の終了 
1) 開いている赤枠のアプリケーションをすべて閉じます。 ※右上の「×」閉じるから閉じることができます。 
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2) SGate のランチャーの電源ボタンをクリックし、SGate を閉じます。 

 
 
 

※ 確認画面が表示された場合は、赤枠のアプリケーションがすべて閉じていることを確認し「はい」をクリックします。 
 

 
 


